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１．はじめに 

 概要調査の計画立案は，文献調査により取得された情報（データ）の解釈・評価を進め，調査対象地域の

地質環境を前提として実行される．前提としての地質環境において，未解明な事項や不確かな事項を明らか

にした上で，概要調査の調査目標を設定することが重要である． 

 本稿では，的確な概要調査計画を立案するために作成された“概要調査計画立案マニュアル 1)2)3)”を用い

て，計画立案の前提となる地質構造モデルを構築するとともに，概要調査において取得すべき情報（調査目

標）を設定した試行結果について報告する．なお，“概要調査計画立案マニュアル”の試行にあたっては，概

要調査技術の実証研究が別途進められている横須賀地区において取得された情報を利用した． 

 

２．検討の流れと調査目標設定の考え方 

 地質・地質構造の把握に係る概要調査計画の立案

にあたっては，図１に示すように文献情報に基づい

て，地質・地質構造に係る概念を検討し，地質構造

モデルが構築される．さらに，これらの地質・地質

構造の概念や地質構造モデルにおいて，未解明とな

っている事項や不確かな事項について整理したうえ

で，概要調査における目標が設定される．地質環境

の評価において，信頼性のある地下水流動特性や岩

盤力学特性などの地質環境モデルを提示するために

は，地質環境の諸特性に関するモデルの基礎となる

地質構造モデルが適切に提示されることが求められ

る．また，地層処分においては，将来 10 万年または

数十万年程度の地質環境の長期安定性を評価するこ

とが重要であり，調査対象地域及び周辺地域のテク

トニクスの変遷や地史を理解することが必要となる．

これらの点を念頭に，調査目標を設定することが重

要であると考えられる． 

 

３．文献情報に基づく地質・地質構造の概念 

 “概要調査計画立案マニュアル”の試行の検討対象とした横須賀地区の文献情報に基づき構築した，当該

地域の地質・地質構造に係る概念を図２に示す．横須賀地区における地質・地質構造に関する文献情報は，

地表付近にほぼ限られるため，地下深部の地質分布や地質構造に対して未解明な点や不確かな点が多い．実

証研究のボーリング調査では，深度 200m 以深に割れ目が卓越し破砕状を呈する泥岩（葉山層群）が分布す 
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調査目標の設定 

図１ 調査目標設定までの検討の流れ 
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ることが明らかにされている．葉山層群は古第三紀漸新世～新第三紀前期中新世の付加体とされており，地

表付近の葉山層群は多様な岩種で構成され，オリストストロームに代表される混在岩も分布する．付加体は

大局的には地質時代，岩相（整然相，破断相，混在相），岩種等によって類型化することが可能であるが，付

加体を構成する岩相や岩種の分布，割れ目や断層の発達程度やその分布については，複数の考え方（概念）

が想定される。このため，概要調査計画立案段階においては，横須賀地区の地質・地質構造の概念について，

葉山層群の地質分布や地質構造に対して複数の考え方（概念）が提示された． 

 

４．地質・地質構造に係る概要調査の目標  

 概要調査における地質・地質構造に係る一般的な調査・評価の目標は，調査対象地域の適切な地質構造モ

デルの構築である．概要調査計画を立案する際の基礎情報となる文献情報は，地表付近に限られることが多

く，海域については陸域より情報量が少ない場合が多い．このため，地下深部及び海域の地質・地質構造に

対して未解明な事項や不確かな事項があり，調査計画立案における課題となる．また，それらの情報に基づ

く地史の理解に対しても不確かな事項もあり，概要調査立案における課題となる． 

 さらに，横須賀地区のように付加体が分布する地域においては，付加体の地質分布や地質構造は，整然と

堆積した堆積岩（日本地質学会の地質基準における正常堆積岩 4））に比べ未解明な事項や不確かな事項が多

く，複雑な地質分布，地質構造が予想され，地史を正しく理解するためには正常堆積岩より詳細な調査が要

求される可能性があり，概要調査計画立案における課題となる． 

 これらの課題を解決するため，横須賀地区を対象とした地質・地質構造に係る概要調査の調査・評価の目

標として，次の 3 点を設定した． 

  ・陸域及び海域の地質・地質構造の把握 

  ・地質構造発達史の理解 

  ・地質構造発達史に基づく将来予測 
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①葉山層群は全体的に割れ目が卓越

し破砕状岩盤を呈する概念 
②葉山層群の上部は堆積後の地殻変

動等により割れ目が卓越し破砕状を

呈する概念

③葉山層群中では断層周辺に割れ目

が発達し割れ目卓越部が形成される

概念

図２ 地下深部の地質分布，地質構造の違いを考慮した複数の地質・地質構造の概念
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